
早苗の頃（さいたま市）

□ 第 64 回通常総会
□ 全国水土里ネット第 63 回通常総会
□ 令和２年度   第３回理事会及び第５回監事会
□ 令和２年度   換地計画実務研修会
□ 当会顧問会計士による会計相談会について
□ 本会組織図及び本会職員配置図
□ 第 43 回全国土地改良大会群馬大会
□ 新規職員の紹介
□ AED の設置について
□ 用水時期の注意喚起について
□ 農業基盤整備資金の金利改定について
□ 連合会日誌
□ 第 9回  彩の国農業・農村景観フォトコンテスト
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第 64 回 通 常 総 会第 64 回 通 常 総 会

　埼玉県土地改良事業団体連合会（会長職務代理者 吉田昇副会長）の
第64回通常総会は、規模を縮小し、去る3月22日（月）熊谷市「熊谷文
化創造館さくらめいと」において開催された。開催に際しては新型コロ
ナウイルス感染症対策として、熊谷市の利用ガイドラインに沿った感染
拡大防止対策を講じた。（なお、当日の様子はYouTubeにて限定配信を
行った。）
　富岡理事の開会の辞に始まり、会長職務代理者である吉田副会長の挨
拶（別記）、続いて埼玉県より稲場農村整備課長の挨拶があった。
　議事は、議長に長島登嵐山南部土地改良区理事長が選任され、令和元
年度事業報告及び収支決算、令和２年度収支補正予算、令和３年度事業
計画及び収支予算、同経費の賦課及び徴収方法並びに受託料の基準、同
役員報酬、同一時借入金の限度額及び借入方法並びに余裕金、積立金の
預入先、役員の補欠選任の７議案を審議し、原案のとおり全会一致で承
認可決された。
　最後に決議文を朗読し、満場一致で採択され、正能副会長の閉会の辞
をもって終了した。

第64回通常総会会長職務代理者あいさつ

　第64回通常総会の開催にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。まず、今回の総会につきましては、新型コロナウ

イルスの感染拡大防止のために、昨年に引き続き、規模を縮小して開催することに御理解をいただきたいと存じます。

そのような中で、本日ご出席していただいた役員や会員の皆様には、大変感謝申し上げます。また、日頃から本会の運

営について、御指導をいただいております、埼玉県農林部農村整備課長の稲場様に、年度末で公務御多用のなか御臨席

を賜り、心より感謝申し上げます。さて、既にご案内のとおり、本会の三ツ林会長におかれましては、菅政権発足に伴

い、昨年9月18日に内閣府副大臣にご就任されました。誠におめでとうございます。それに伴いまして、「国務大臣、

副大臣及び大臣政務官規範」により、公益法人の役職員の兼務が出来なくなりましたので、休職の扱いとさせていただ

きます。その間、私が会長の職務を代理させていただきますので、宜しくお願いいたします。

　最初に、大変うれしいお知らせをご紹介いたします。昨年、12月8日に開催された「国際かんがい排水委員会」の国

際執行理事会において、備前渠用水路土地改良区（髙田博之理事長）が申請した「備前渠用水路」が「世界かんがい施

設遺産」として登録されました。誠におめでとうございます。今後とも、農業用水としての機能とともに、豊かな自然

環境を保全して、地域住民の憩いの場として後世に伝わるようお願いいたします。なお、令和元年に登録された「見沼

代用水」に続き、県内2番目の登録になります。

理事　金子 正夫 氏（西吉見南部土地改良区理事長）
理事　夏目 亮一 氏（大里用水土地改良区理事長、池上土地改良区理事長）
監事　山崎 繁雄 氏（埼玉県北川辺領土地改良区理事長）

新役員
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　さて、令和元年10月の台風19号の豪雨による大災害により、埼玉県でも農地、農業水利施設に多大な被害が生じま

した。この様な自然災害により、全国で大きな被害が頻発している状況から、国は「防災・減災・国土強靭化のための

3か年緊急対策」に引き続き、令和3年度から「防災・減災・国土強靭化のための5か年加速化対策」が事業規模15兆円

規模で実施されます。また、令和2年10月1日付けで「防災重点農業用ため池に係る防災工事等の推進に関する特別措置

法」が施行されました。これらの予算措置及び法の整備により、激甚化する災害に備えるために、ため池や農業水利施

設の整備が引続き実施されることになりました。来年度の予算は現在国会で審議中でございますが、農業農村整備関係

予算は、令和3年度当初予算4,445億円と令和2年度補正予算1,855億円を合わせますと、6,300億円が見込まれておりま

す。これも皆様方が県と連携し、農林水産省をはじめ、財務省、国会議員等に対して強力な要請活動を展開し、予算確

保をお願いしていただいた結果と思っております。県予算につきましても、昨年11月に大野知事にお会いし、「大区画

ほ場整備の推進」「農業水利施設の計画的な更新」「農業用ため池の防災、減災対策の推進」「農業集落排水施設の更

新」など、関係予算の増額と農業農村整備の支援をお願いしております。

　次に、本会の運営状況に触れさせていただきます。国の農業農村整備事業関係予算の回復、「農業集落排水施設」の

個別施設計画策定などに伴う機能診断業務の増加などにより、収入の柱である受託収入は少しずつ回復してきておりま

す。詳細につきましては後ほどご説明申し上げますが、令和元年度は、基金を取り崩すことなく運営を行うことができ

ました。令和2年度につきましても、受託収入の増によりまして、財政調整積立金へ5千万円、及び職員の退職給与金へ

1千万円の積み増しを行う補正予算を立てさせていただきました。しかしながら、令和3年度の本会の受託収入は、前年

度比83%、約7,700万円減額の見込みとなっております。これは「農業集落排水施設」の機能診断業務や「農業用ため

池」のハザードマップ作成業務が完了したことによります。今後も、受託収入をしっかり確保できますよう役職員一丸

となってしっかり運営をしてまいります。本会では、平成13年から経営改善に向けた「ボーナスのカット」、平成19年

から「勧奨退職」と「早期希望退職」による人員削減を実施し、支出の縮減を図ってまいりました。受託収入の確保に

努め、少しずつ収支バランスは改善しておりますが、依然厳しい状況に変わりはありません。皆様には現状を御理解い

ただき、本会の一層の活用について特段の御配慮をいただきますようお願い申し上げます。また今回、御審議をいただ

きます議案は、

　　　第１号議案　令和元年度事業報告及び収支決算について

　　　第２号議案　令和２年度収支補正予算について

　　　第３号議案　令和３年度事業計画及び収支予算について

　　　第４号議案　令和３年度経費の賦課及び徴収方法並びに受託料の基準について

　　　第５号議案　令和３年度役員報酬について

　　　第６号議案　令和３年度一時借入金の限度額及び借入方法並びに余剰金、積立金の預入先について

　　　第７号議案　役員の補欠選挙について

でございます。慎重審議をお願い申し上げます。

　農業・農村を取り巻く環境は、依然厳しい状況にありますが、皆様と共に埼玉農業の発展に貢献してまいる所存です

ので、一層の御理解と御協力を賜りますよう重ねてお願い申し上げます。結びにあたり、会員の益々の御発展と皆様の

御健勝を祈念いたしまして、あいさつといたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和3年3月22日　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県土地改良事業団体連合会　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長職務代理者　副会長　吉 田　昇
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　＜順不同・敬称略＞

支　所 所　　属 役　　職 氏　名

さ い た ま 見沼代用水土地改良区　総務部徴収課　 主幹 金子　智武

川 　 越 狭山市環境経済部　農業振興課 主任 小林　成年

川 　 越 富士見市まちづくり推進部　産業振興課 課長 佐々木直己

川 　 越 荒川右岸用排水土地改良区 会計係長 吉見　公則

東 松 山 西吉見南部土地改良区 理事長 金子　正夫

東 松 山 嵐山中部土地改良区 前理事長 初雁　秀男

秩 　 父 尾田蒔土地改良区 前理事長 豊田　辰夫

本 　 庄 九郷阿保領用水土地改良区 総括監事 川田　種利

本 　 庄 神川町土地改良区 副理事長 主山　義雄

大 　 里 江袋溜井土地改良区 副理事長 髙橋　堅造

大 　 里 荒川中部土地改良区 理事 青木　　正

大 　 里 豊里東部土地改良区 代表監事 松本　正隆

加 　 須 羽生領島中領用排水路土地改良区　管理課 課長補佐 宝月　映樹

加 　 須 元荒川上流土地改良区　出納室 室長補佐兼会計係長 寺田　幸司

加 　 須 備前堀土地改良区 所長 小峰　輝彦

春 日 部 豊野用排水土地改良区 理事長 飯島　　孝

土地改良事業功労者表彰受賞者

　　＜順不同・敬称略＞

所　　属 役　　職 氏　　　名

直　轄 総合調整幹 牧　　千瑞

さいたま農林振興センター 農村整備部長 大河戸輝夫

東松山農林振興センター 農村整備部　整備支援・管理担当部長 土井　健志

春日部農林振興センター 農村整備部　県営事業担当部長 柴田　彰一

農村整備計画センター 副所長 峯岸　正人

埼玉県土地改良事業団体連合会 総務部企画課長 関根　勝美

土地改良事業功労者感謝状受賞者

　＜順不同・敬称略＞

支　所 所　　属 役　　職 氏　名

さいたま さいたま市経済局農業政策部　農業環境整備課 課長補佐兼農業環境係長 村川　宗央

川　 越 南畑土地改良区 理事長 田中　市郎

東 松 山 鳩山町　産業環境課 副主幹 志村　公彦

秩　 父 秩父市環境部　下水道課 主査 小西　雅也

本　 庄 美里町建設水道課 課長 原田　祐司

大　 里 熊谷市産業振興部　農地整備課 課長 山下　克巳

加　 須 行田市環境経済部　農政課 課長 村田　清治

春 日 部 葛西用水路土地改良区　管理部 部長 関根　　騰

土地改良事業推進協力感謝状受賞者
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　全国土地改良事業団体連合会（二階俊博会長）では、去る３月25

日、東京都千代田区平河町「全国都市会館」において第63回通常総

会が開催された。

　附議された議案は、全土連定款の一部改正について、令和元年度

事業追加報告、同収入支出決算、令和２年度事業中間報告、同一般

会計収入支出補正予算、同平準化利子補給積立金特別会計収入支出

補正予算、令和３年度事業計画、同一般会計収入支出予算、同経費

の賦課、役員の報酬、一時借入金、役員の補欠選任等14件の議案を審

議し、全会一致で原案のとおり承認可決された。

　また、例年「全国水土里ネット表彰式」を開催しているが、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止の観点から、今年度は中止し、受賞者には賞状及び記念品が送付された。なお、埼玉県内の受賞

者は以下のとおり。

全国水土里ネット第63回通常総会

個人表彰

 大塚 　稔 氏（羽生領島中領用排水路土地改良区所長）

 荒井 雅明 氏（埼玉県北川辺領土地改良区所長）

 田中 正明 氏（葛西用水路土地改良区所長）

全国土地改良功労者表彰

　本会は、３月１日（月）に令和２年度第３回理事会を本会大会議室に

おいて開催した。理事会は、新型コロナウイルス感染防止対策を講じ、

加須市長の大橋理事と元荒川上流土地改良区理事長の岩田理事のお二方は

リモートで出席された。

　次の事項について審議され、全議案及び協議事項ともに原案どおり可

決された。

　　【議　　事】

　　　　議案第１号　令和２年度収支補正予算（案）について

　　　　議案第２号　第64回通常総会の招集について

　　　　議案第３号　第64回通常総会の提出議案について

　　　　議案第４号　土地改良事業功労者表彰、土地改良事業　　　

　　　　　　　　　　功労者感謝状及び土地改良事業推進協力

　　　　　　　　　　感謝状受賞者の選考について

　　　　協議事項　　決議（案）について

　なお、報告事項として令和２年度収支状況、令和２年度第２回監査結果等が報告された。

　また、当日理事会に先立ち、本年度第５回監事会が同所２階会議室において開催された。

令和２年度　第３回理事会及び第５回監事会
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令和２年度　換地計画実務研修会

　３月16日（火）、埼玉県土地改良事業団体連合会３階大会議室において、標記研修会が開催された。

　当研修会は土地改良換地士及び換地事務を担当している県・市町村・土地改良区の役職員及び換地技術者等を対象に

毎年実施しているもので、本年は14名の参加があった。

　例年は外部から講師を招いているが、本年は新型コロナウイルスの感染状況を鑑み、当連合会の土地改良換地士が

講師となり、研修を行った。日頃より埼玉県内の換地業務に従事している者が講師となることで、より実務に即した

講義となった。

　講義後の質疑応答では、多くの質問が寄せられ、研修会は盛況裏に終了した。

　　 研修内容

　　『基礎的換地業務について』 

　　　　講師：埼玉県土地改良事業団体連合会　事業部換地課　松沼 淳也 課長

　　『換地くんについて』 

　　　　講師：埼玉県土地改良事業団体連合会　事業部換地課　高橋 雄也 主事

講義の様子 講師の前にはアクリル板を設置

当会顧問会計士による会計相談会について
　当会では、決算関係書類等に関する指導・助言を、会計の専門家と連携して行っています。

　令和４年度からの賃借対照表作成の義務化に向けて、当会顧問会計士による個別相談会を実施いたし

ます。この相談会に参加を希望される方は、下記お問合せ先まで事前にご予約ください。多数のご参加を

お待ちしております。

埼玉県土地改良事業団体連合会　
３階大会議室
第１回　令和３年 ６ 月28日（月）
第２回　令和３年 ９ 月 ７ 日（火）
第３回　令和３年10月 ４ 日（月）
第４回　令和３年11月 ４ 日（木）
第５回　令和３年12月 ６ 日（月）
第６回　令和４年 １ 月13日（木）
第７回　令和４年 ２ 月 ４ 日（金）

場　所

日　程

水土里ネットさいたま 

総務部総務課

TEL  048 － 530 － 7335

お問い合わせ先
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令和３年度　本会組織図及び職員配置図
　本会では、業務の効率化及び経営体強化を図るため、４月１日付で組織改正を行いました。
会員の皆様に今後ともご支援ご協力を賜りますようお願いいたします。
　令和３年度の本会組織図及び職員配置図は、次のとおりです。

【  組  織  図  】

会　　長

常務理事

事務局長

技　　監

総 務 部

事 業 部

総　務　課

人事・財産管理及び組織の運営事務に関すること。
諸規程の制定改廃に関すること。
受委託契約事務に関すること。
本会及び各協議会等の会計に関すること。
土地改良事業促進事業に関すること。
土地改良区の複式簿記支援に関すること。

地域支援課

会員への支援、支所、各種協議会運営に関すること。
埼玉県多面的機能支援推進会議に関すること。
多面的機能支払交付金活動組織の支援に関すること。
農業水利ストックマネジメント有効活用情報整備事業に関
すること。
水土里情報協議会に関すること。
水土里情報システムの利用推進、保守管理、広報に関する
こと。
農地・農業用水施設情報整備事業に関すること。
埼玉県農業水利施設保全管理推進委員会に関すること。
農地中間管理事業に関すること。

土地改良法手続きに関すること。
維持管理計画書に関すること。
換地業務に関すること。
換地処分の促進、換地技術者の強化、換地事務指導等に関
すること。
土地改良区体制強化事業（受益農地管理強化対策）に関す
ること。

企画換地課

団体支援課 土地改良区事務支援に関すること。
土地改良区資産評価に関すること。

集落排水課

農業集落排水事業に関する調査・新規ヒヤリング・全体実
施設計・現場監理・維持管理・測量・設計・積算業務に関
すること。
農業集落排水事業連絡協議会に関すること。
一級建築士事務所に関すること。

農業ため池事業に関する調査・新規ヒヤリング・全体実施
設計・現場監理・維持管理・測量・設計・積算業務に関す
ること。
埼玉県ため池サポートセンターに関すること。

ため池保全課

農村整備課

土地改良事業一般の測量・調査・新規ヒヤリング・簡易測
量・環境整備・設計・積算業務に関すること。
災害復旧に関すること。
土地改良施設維持管理適正化事業の調査・設計、事務に関
すること。
施設管理業務に関すること。
土地改良区体制強化事業（施設・財務管理強化対策）に関
すること。
利根川水系農業水利協議会に関すること。
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☎７３３５
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齊藤　靖
☎７３３８
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〒360‐0847  熊谷市籠原南2－83
TEL：048－530－7340（代表）
FAX：048－530－7370（共通）

臨
時
職
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瀬
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博
澄

計 49名
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第43回　全国土地改良大会群馬大会
　来たる10月6日（水）、群馬県において、第43回全国土地改良大会群馬大会が開催されます。

　全国土地改良大会は、「農業・農村の重要性」とそれを支える「農業農村整備事業の役割」を広く国民にアピールして

国の礎である農業・農村をさらに発展させるとともに、広く次世代へ引き継いでいくことを目的として開催され、農

業農村整備に携わる全国の関係者が一堂に集う式典です。

　日程は以下のとおりです。　

式　典　2021年10月6日（水）日　程 開催地 ■大会式典・交歓会

群馬県コンベンション施設「Gメッセ群馬」

群馬県高崎市岩押町12番24号
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　令和 3 年度 4 月より、新規職員として埼玉県土地改良事業団体連合会の事業部農村整備課に

配属された梶川敏希です。

　私は、昔から自分が普段食べているお米や野菜などの農産物を育てている田んぼや畑をより

良く改良して農家の方の力になって自分が生まれ育った埼玉県の農業の発展に貢献したいと

考え、高校卒業後に土木の専門学校に入学し、2 年間測量や土木に関する事を勉強しました。

専門学校では、主に測量機器の使い方や図面の書き方などを学びました。専門学校を卒業した後は、2 年間学んだ知

識を活かして臨時職員として埼玉県土地改良事業団体連合会で働き、測量や設計といった業務に携わってきました。

臨時職員として働く中で仕事の知識だけでなく、電話対応やメールの書き方など社会で働く上で必要な社会人として

の常識を先輩に教わりました。

　新規職員として働くことになった後も、先輩から教わったことを忘れずに今まで会社や専門学校で学んできた経験を

活かし、より一層仕事に取り組み、会社の戦力として責任感を持って働いて農業の発展に貢献していきたいと考えて

います。

　まだまだ経験不足で至らない点が多々あると思いますが、ご指導よろしくお願いいたします。

新規職員の紹介

事業部農村整備課　　梶　川　敏　希

AED（自動体外式除細動器）を設置しました

　当会では、地域社会への社会貢献活動の一環として、AED（自動体外式除細

動器）を設置いたしました。お客様や職員、一般の方の使用も可能ですので、

緊急の際は、遠慮なくお声掛けください。

　◇設置場所

　　埼玉県熊谷市籠原南２- ８３

　　（埼玉県土地改良事業団体連合会建物内）

　◇緊急連絡先

　　０４８- ５３０- ７３４０（代表）

　○日本救急医療財団  全国 AED マップに登録されております。
玄関口に設置
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連合会日誌

開  催  日 会　議　・　行　事 開  催  地

1月
15日 都道府県土連ブロック代表事務責任者会議 Web形式

15日 都道府県土連事務責任者会議 Web形式

2月
25日 都道府県土連ブロック代表事務責任者会議 Web形式

25日 都道府県土連事務責任者会議 Web形式

3月 

1日 本会第3回理事会及び第5回監事会 熊谷市

22日 本会第64回通常総会 熊谷市

25日 全国水土里ネット第63回通常総会 東京都

31日 本会令和２年度仕事納め式 熊谷市

4月  1日 本会令和３年度仕事始め式 熊谷市

農業基盤整備資金の金利改定について

用水時期の注意喚起について

　５月19日付けの株式会社日本政策金融公庫の農業基盤整備資金の金利改定について、下記の
とおりお知らせいたします。

区　　分

改　　訂　　前 改　　訂　　後

融資期間に
かかわらず

融資期間別（一例） 融資期間に
かかわらず

融資期間別（一例）

5年 10年 15年 20年 5年 10年 15年 20年

都道府県営補助残 0.45 ー ー ー ー 0.45 ー ー ー ー
団 体 営 補 助 残 0.30 ー ー ー ー 0.30 ー ー ー ー

非 補 助 一 般 0.30 ー ー ー ー 0.30 ー ー ー ー

非 補 助 利 子 軽 減 0.30 ー ー ー ー 0.30 ー ー ー ー
災　 害　 復　 旧 ー 0.16 0.18 0.30 0.30 ー 0.16 0.17 0.30 0.30

ＴＥＬ　０４８−５３０−７３４８　水土里ネットさいたま　事業部農村整備課担当　加藤お問合せ先

　本格的な田植えの時期となり、農業用水路には河川からたく

さんの水を引き入れはじめています。農業用水路は、効率的に

水を届けるために水の流れが速くなっています。うっかり落ち

たりすると思いもよらない速さで流されてしまいます。

　たくさん水のある農業用水路のそばでは遊ばない、フェンス

などを越えて中に入らない、危なそうなところは早めの対策を

講じるなど、みんなで見守っていきましょう。
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第9回 彩の国 農業・農村景観フォトコンテスト

『埼玉を彩る農業・農村の水土里』
豊かな自然環境や美しい農村環境など、埼玉県内の農業、農村の魅力を伝える写真を募集します。

水土里ネットさいたま会長賞　　　　  １点（表彰状、商品券３万円分）
さいたま土地改良推進協議会会長賞   １点（表彰状、商品券１万円分）
川越土地改良推進協議会会長賞　　　１点（表彰状、商品券１万円分）
東松山土地改良推進協議会会長賞　　１点（表彰状、商品券１万円分）
秩父土地改良推進協議会会長賞　　　１点（表彰状、商品券１万円分）
本庄土地改良推進協議会会長賞　　　１点（表彰状、商品券１万円分）
大里土地改良推進協議会会長賞　　　１点（表彰状、商品券１万円分）
加須土地改良推進協議会会長賞　　　１点（表彰状、商品券１万円分）
春日部土地改良推進協議会会長賞　　１点（表彰状、商品券１万円分）
学生優秀賞（18歳以下に限る）　　 １点（表彰状、図書カード１万円分）
入　選　10点以内
参加賞　応募者全員に粗品進呈

埼玉県内の令和2年以降に撮影された未発表の作品で、応募者本人が撮影し使用権を含む
著作権を有しているものに限ります。
■ 応 募 資 格 　どなたでもご応募できます。
■ 応募サイズ　  四つ切りまたはＡ4サイズ
■ 撮 影 方 法 　 デジタル ・ ネガフィルム　　※画像加工不可。
■ 応　募　数　  １人3点以内
同一作品の他の写真コンテストへ応募 ・ 入選作品は応募不可。

2021年5月10日（月）～2021年10月8日（金）　※当日消印有効

12月中旬に審査発表予定。
入賞者に直接通知のうえ、本会ホームページ等に掲載。

埼玉県土地改良事業団体連合会　総務部地域支援課
TEL  048－530－735２ URL  http : //www.saidoren.or.jp

募集テーマ
募集期間

応募要領

審査・入賞作品発表

お問合せ先

応募先

各　賞

〒360－0847　熊谷市籠原南二丁目83番地
埼玉県土地改良事業団体連合会　総務部地域支援課　「彩の国 農業 ・ 農村景観フォトコンテスト係」




